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研究成果の概要（和文）：連続的な変形からなる群の一つのクラスとして，半単純Lie群がある．これは回転全体のな
す群のような重要な群を含む．これの表現（線形空間への作用），中でも放物型誘導表現と呼ばれる表現に関して，そ
のJacquet加群を具体的に記述することで調べることを目標とする研究を行った．具体的な記述を行うには至らなかっ
たものの，それを計算するための下地となる結果を得ることができた．

研究成果の概要（英文）：I studied the representation theory of a semisimple Lie group. A semisimple Lie gr
oup is a class of a continuous group. One example is a orthogonal group which consists of rotations. I esp
ecially studied parabolically induced representations via describing its Jacquet module explicitly. I show
ed some properties of parabolically induced representations which is important to calculate its Jacquet mo
dules.
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１．研究開始当初の背景 
 回転のような連続的な変換が可能である
と，それを軸として対象を調べることが可能
である．これを数学的に定義したのが群の作
用であり，中でも線形空間への線形な作用は
表現と呼ばれる． 
 群の中でも重要なクラスの一つが半単純
Lie 群である．上で挙げたような回転全体か
らなる群といった重要な群を含む． 
 半単純 Lie 群 の表現の中でも放物型誘導
表現と呼ばれる表現は特に重要であること
が認識されており，この表現を理解すること
が重要となる．本研究では，Jacquet 加群と
呼ばれる不変量を具体的に計算することで，
その理解を行うことを目標とした．記述する
手段となるであろうモーメントグラフの理
論が近年発展してきたところであり，さらに
モーメントグラフの理論を改良することに
より，より直接的な記述が得られる可能性が
出てきた． 
 
２．研究の目的 
 既存のモーメントグラフの理論を改良し，
放物型誘導表現の Jacquet加群が記述できる
ような理論体系を整える．さらにそれを用い
て，放物型誘導表現の Jacquet加群を記述す
る． 
 
３．研究の方法 
 モーメントグラフの理論を用いて放物型
誘導表現の Jacquet 加群を記述する．既存の
モーメントグラフの理論では，変形された放
物型誘導表現のJacquet加群しか記述できな
い．よって，まずはもともとの Jacquet 加群
を記述できるようなモーメントグラフの理
論の改良を整備する．また，その理論を用い
て放物型誘導表現のJacquet加群を記述する．
実際に計算を行う際には，まず変形された放
物型誘導表現のJacquet加群の計算が必要と
なるため，まずは変形された Jacquet 加群の
基本的な性質を明らかにする． 
 
４．研究成果 
 変形された放物型誘導表現のJacquet加群
に関して，基本的な性質を得ることができた．
また，さらに Jacquet 加群を調べることが重
要であると考え，三枝洋一氏（東京大学）と 
共同でその幾何学的実現に関する研究を行
った．残念ながら最終的に放物型誘導表現の
Jacquet 加群の記述を行うことはできず，今
後の課題である． 
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